
る
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

宮
原
氏
は
法
定
協
以
前
の

「
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大
都

市
制
度
推
進
協
議
会（
条
例

協
）」
の
審
議
で
、
橋
下
市

長
や
松
井
一
郎
知
事
が
、

「
入
り
口
論
」
を
法
定
協
で

議
論
し
て
も
よ
い
と
発
言
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
条
例
協

会
長
で
も
あ
っ
た
浅
田
氏

が
、
共
産
・
自
民
・
民
主
系

の
委
員
に
「
規
約
違
反
だ
か

ら
弁
明
せ
よ
」
な
ど
の
文
書

を
送
る
の
は
言
語
道
断
だ
と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
宮
原
氏
は
、
住
民
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
事
実
に
基
づ
い
て

議
論
す
る
の
が
法
定
協
の
責

務
で
あ
り
、
発
言
が
気
に
入

ら
な
い
か
ら
委
員
を
差
し
替

え
る
こ
と
は
、
や
っ
て
は
な

ら
な
い
と
強
調
。
議
会
運
営

委
員
会（
議
運
）は
府
議
会
か

ら
全
権
委
任
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
府
議
会
で
過

半
数
を
割
る
維
新
が
、
過
半

数
を
占
め
る
議
運
で
委
員
差

し
替
え
を
強
行
す
る
の
は

「
偽
り
の
『
多
数
』
に
よ
る

暴
挙
」
だ
と
批
判
。「
反
対

派
を
排
除
す
る
こ
と
は
議
会

の
自
殺
行
為
。
強
行
す
れ
ば

府
議
会
の
歴
史
に
重
大
な
汚

点
を
残
す
」
と
き
っ
ぱ
り
語

り
ま
し
た
。

反
対
で
否
決
さ
れ
て
以
来
、

開
か
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
橋
下
市
長
は
「
法
定
協

の
正
常
化
」
を
掲
げ
て
出
直

し
市
長
選
に
持
ち
込
み
ま
し

た
が
、
投
票
率
は
23
・
59
％

と
過
去
最
低
で
、
得
票
は
約

37
万
票
と
ダ
ブ
ル
選
か
ら
半

減
、
白
票
は
６
万
票
に
上
る

な
ど
、
民
意
の
後
押
し
を
得

た
と
は
と
て
も
言
え
ま
せ

ん
。

　

４
会
派
の
申
し
入
れ
に
対

し
浅
田
氏
は
、「（
反
対
派
の

意
見
を
聞
い
て
い
た
ら
）

４
会
派
が
共
同
で

　

浅
田
氏
は
日
本
共
産
党
、

自
民
、
民
主
系
の
委
員
が

「
大
阪
都
」
構
想
の
是
非
な

ど
「
入
り
口
論
」
を
繰
り
返

し
た
な
ど
と
決
め
付
け
、
こ

の
ま
ま
で
は
協
議
会
は
円
滑

な
運
営
は
で
き
な
い
と
す
る

「
調
査
結
果
」
を
各
会
派
に

送
付
。「
弁
明
期
限
」
の
19

日
、
公
明
党
を
含
む
４
会
派

の
代
表
は
、
浅
田
氏
の
や
り

方
な
ど
を
議
論
す
る
た
め
、

各
会
派
の
代
表
者
会
議
を
開

く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
で
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団
の
山
中
智
子
幹

事
長
は
、「（
制
度
設
計
案
の
）

財
政
問
題
な
ど
で
『
こ
う
い

う
難
し
さ
が
あ
る
』
と
議
論

し
て
き
た
。
自
由
な
意
見
を

言
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

の
は
浅
田
会
長
の
解
釈
」「
妨

害
と
い
う
の
は
会
長
の
主
観

だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

自
民
党
の
花
谷
充
愉
府
議

あ
る
」
と
繰
り
返
し
、
代
表

者
会
議
の
開
催
を
拒
否
。
24

日
に
府
議
会
の
岡
沢
健
二
議

長
に
、
25
日
に
は
大
阪
市
議

会
の
床
田
正
勝
議
長
に
委
員

差
し
替
え
を
申
し
入
れ
て
い

ま
す
。

暴
走
に
次
ぐ
暴
走

　

法
定
協
は
こ
と
し
１
月
31

日
の
第
13
回
会
合
で
、
橋
下

市
長
が
提
案
し
た
区
割
り
案

の
絞
り
込
み
が
維
新
以
外
の

は
、
法
定
協
の
規
約
を
提
案

し
た
橋
下
市
長
が
「
入
り
口

論
を
し
て
い
い
」
と
説
明
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

「
法
定
協
の
邪
魔
を
し
て
い

る
の
は
、
橋
下
市
長
と
浅
田

会
長
で
は
な
い
か
」
と
反

論
。
浅
田
氏
が
調
査
結
果
で

「
問
題
な
し
」
と
し
た
公
明

党
の
清
水
義
人
府
議
も
、

「
さ
ま
ざ
ま
意
見
を
持
ち
寄

っ
て
議
論
す
る
。
そ
こ
に
は

当
然
是
非
は
含
ま
れ
る
。
反

対
意
見
を
言
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
規
約
と
は
読
め
な

い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

浅
田
氏
は
「
規
約
違
反
が

　

日
本
共
産
党
大
阪
府
議
団

（
宮
原
威
団
長
）は
19
日
、
岡

沢
健
二
議
長（
維
新
）に
府
議

会
の
民
主
的
改
革
と
と
も

に
、
法
定
協
の
委
員
入
れ
替

え
を
行
わ
な
い
よ
う
要
望
。

記
者
会
見
で
宮
原
氏
は
、
委

員
差
し
替
え
の
強
行
は
「
府

民
の
多
様
な
意
見
を
封
殺

し
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す

『
大
阪
都
』
構
想
は
１
０
０

年
経
っ
て
も
で
き
な
い
」
と

発
言
。
し
か
し
法
定
協
の
議

論
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
な
ど
は
特
別
区
で

は
な
く
「
一
部
事
務
組
合
」

で
実
施
す
る
矛
盾
、
特
別
区

間
の
財
政
格
差
、
庁
舎
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
る
問
題
な
ど
制

度
設
計
案
の
矛
盾
が
噴
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
ま
と
も

な
説
明
を
行
わ
ず
、「
反
対

派
排
除
」
で
暴
走
す
る
橋
下

・
維
新
の
会
。
橋
下
市
長
は

最
近
、
区
割
り
案
の
変
更
も

口
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
の
山
中
氏
は
申
し
入
れ

後
に
、「
市
民
、
府
民
の
立

場
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
た

発
言
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、（
法
定
協
は
）
市

民
、
府
民
の
た
め
で
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
橋
下

・
維
新
の
会
の
暴
走
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

　
「
大
阪
都
」
構
想
の
制
度
設
計
を
行
う
大
阪
府
・
大
阪
市
特
別
区
設
置
協
議
会（
法
定
協
）の
委
員
差
し

替
え
を
巡
っ
て
、
橋
下
・
維
新
の
会
が
暴
走
し
て
い
ま
す
。
橋
下
徹
大
阪
市
長（
大
阪
維
新
の
会
代
表
）の

意
を
受
け
て
、
法
定
協
の
浅
田
均
会
長（
同
政
調
会
長
）が
反
対
派
の
委
員
差
し
替
え
に
着
手
し
た
の
に
対

し
、
維
新
以
外
の
全
会
派
が
共
同
し
て
反
対
。「
大
阪
都
」
構
想
を
ご
り
押
し
し
よ
う
と
す
る
橋
下
氏
ら

の
道
理
の
な
さ
が
逆
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「大阪都」構想をめぐる主な動き
2011年 11月 ダブル選で橋下市長、松井知事が当選
2012年 ４月 「大阪都」構想実現へ「大阪にふさわしい大都市制度推進協議会（条例協）」設置

８月 大都市地域における特別区の設置に関する法律（「大阪都」法）が可決、成立
2013年 ２月 「大阪都」法に基づいて、特別区設置の制度設計を行う「大阪府・大阪市特別区設置

協議会（法定協）」が第１回会合
８月 第６回法定協で特別区設置のパッケージ案提示
９月 堺市長選で都構想ノーを掲げた竹山修身市長が再選
10月 大阪市議会特別委員会で日本共産党の山中智子議員が、「府市再編」の「財政効果」

は９億４千万円にすぎないと暴露
12月 府議会で泉北高速株式の外資売却案否決。維新が府議会で過半数割れ

2014年 １月31日 第13回法定協で橋下市長が提案した区割り案の絞込みが維新以外の反対で否決
２月３日橋下市長が辞職し、出直し市長選に出馬すると表明
２月７日浅田会長が第14回法定協（12日）の開催延期を各会派に通知
２月10日 法定協の共産、公明、自民、民主系委員が法定協を予定通り開くよう浅田会長に

要請。浅田会長は拒否
２月14日 日本共産党府委員会が出直し市長選で声明「いまこそ『大阪都』ストップ・維新政

治打破への一大共同を」を発表
３月23日 出直し市長選で橋下市長が再選。投票率は過去最低の23.59％、得票は約37万票と

ダブル選から半減
３月28日 橋下市長が浅田会長に委員差し替えを申し入れ
５月14日 大阪市議会本会議で日本共産党の北山良三団長が「議論の行き詰まりを認め、出

直し市長選の結果を謙虚に受け止め、都構想は断念・撤回を」と追及。橋下市長は
事実上の答弁拒否

６月９日浅田会長が共産、自民、民主系の法定協委員が規約違反の発言を行ってきたとし
て、委員差し替えを求める文書を送付

６月19日 共産、公明、自民、民主系委員が浅田会長に法定協代表者会議開催を要望

法定協「反対派」排除

道
理
み
じ
ん
も
な
く

ゴ
リ
押
し
都
構
想
　
橋
下･

維
新
が
大
暴
走

法
定
協
の
浅
田
会
長（
左

か
ら
２
人
目
）に
代
表
者

会
議
開
催
を
申
し
入
れ
る

（
右
か
ら
）日
本
共
産
党
の

山
中
智
子
大
阪
市
議
、
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
み
ら
い（
民
主

系
）の
長
尾
秀
樹
大
阪
市

議
、
自
民
党
の
花
谷
充
愉

府
議
、
公
明
党
の
清
水
義

人
府
議
＝
19
日
、
府
庁
内

府
民
の
意
見
封
殺
す
る
議
会
の
自
殺
行
為

法
定
協「
反
対
派
」排
除　

宮
原
日
本
共
産
党

府 

議 

団 

長

が
談
話
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